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村議会だより村議会だより
けん No.123

平成24年3月発行

　12 月 15 日宇検村発注事業の

｢ 赤土山展望台 ｣ の現場を視察し

ました。

　世界自然遺産登録候補地の湯湾

岳が一望でき，大変見晴らしの良

い展望台が完成しています。

■ 現地調査の様子

●主な内容

7審 議 案 件 等

うけん議会だより No.123

9補  正  予  算

10 ~ 14一 般 質 問

編  集  後  記 14

■発行・編集／宇検村議会
　議会だより編集委員会
　議　長　前田　啓 一
　委員長　元山　公知
　委　員　幸　　春美
　委　員　吉永　常明
　TEL0997-67-2211

事業名：赤土山展望台整備事業

事業費：1,500 万円

事業内容：東屋 1 基・ベンチ 3 基

　　　　　展望案内板 1 基

　　　　　外柵 70 m

■ 事業の内容

う

812月定例会の審議案件等
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平成23年  第4回(12月)定例会で審議された案件

議案番号 議案名 議決結果

議案第 44 号 平成 23 年度宇検村一般会計補正予算について 可決
議案第 45 号 平成 23 年度宇検村国保事業特別会計補正予算について 可決
議案第 46 号 平成 23 年度宇検村国保施設事業特別会計補正予算について 可決
議案第 47 号 平成 23 年度宇検村簡易水道事業特別会計補正予算について 可決
議案第 48 号 平成 23 年度宇検村農業集落排水事業特別会計補正予算について 可決
議案第 49 号 平成 23 年度宇検村漁港漁村集落排水事業特別会計補正予算について 可決
議案第 50 号 平成 23 年度宇検村宇検村介護保険事業特別会計補正予算について 可決
議案第 51 号 平成 23 年度宇検村後期高齢者医療事業特別会計補正予算について 可決

議案第 52 号 鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び同組合
規約の変更について 可決

議案第 53 号 奄美自治会館管理組合の解散について 可決
議案第 54 号 奄美自治会館管理組合の解散に伴う財産処分について 可決

議案第 55 号 大島地区衛生組合を組織する地方公共団体の数の増加及び大島地区衛生組
合規約の変更について 可決

議案第 56 号 字の区域変更について 可決
発議第 2 号 ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉参加反対に関する意見書について 可決
発議第 3 号 郵政改革法案の早期成立を求める意見書について 可決

平成23年  第2回臨時会で審議された案件

議案番号 議案名 議決結果

議案第 43 号 宇検村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決
同意第  7  号 宇検村固定資産評価審査委員会委員の選任について 可決
同意第  8  号 宇検村固定資産評価委員の選任について 可決

発議第2号 TPP(環太平洋連携協定)交渉参加反対に関する意見書(抜粋)
　わが国は，戦後最大の自然災害となった東日本大震災に見舞われ，未来に向けて学ぶべき多く
の教訓を得ました。食料安全保障もその一つであり，一時的な食糧供給不足を経験したことで，
過度に貿易に依存するのではなく，地域・国内で食料生産を行うことが，いかに重要であるかを
多くの国民が再認識することとなりました。
　こうしたなか，例外なき関税撤廃を原則とする TPP は，食料供給を海外に依存し，国土を荒廃
させるものであり，国内農業や地域経済の振興とは到底両立できるものではありません。
　TPP は，被災農家の将来に向けた営農意欲を挫き，復興の足かせにしかならないばかりではなく，
地域経済・社会ひいては国民生活全体に悪影響を及ぼすものであり，TPP 参加検討を直ちに中止
されるよう強く要望申し上げます。

発議第3号 郵政改革法案の早期成立を求める意見書(抜粋)

　平成 19 年 10 月，郵政民営化法に基づき民営・分社化され，様々なサービスダウンが生じ，地
域住民から不満の声が多く寄せられています。当村においては，金融機関が郵便局のみという地
域が多数あり，住民生活にとって死活問題であると懸念しています。
　全国 24,000 郵便局ネットワークは国民共有の財産であり，生活に必要不可欠なライフライン
でもあります。それを今後も維持し，更に地域社会が有効活用していくためにも，一刻も早い郵
政改革法案を成立するよう強く要請します。

※ TPP とは，「環太平洋戦略的経済連携協定（Trans Pacific Partnership）」の略称。太平洋周辺の広
い地域の国，例えば，日本，中国，東南アジア諸国，オセアニア諸国，アメリカなどが参加して，自
由貿易圏を作ろうという構想です。

※
両
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
関
係
省
庁
へ
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

※
第
2
回
臨
時
会 

同
意
7
号
に
つ
い
て
は
、
宇
検
村
湯
湾　

伊
村　

博
文
氏
、

　

同
意
8
号
に
つ
い
て
は
、
宇
検
村
湯
湾　

石
原　

将
央
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
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平成 23 年度一般会計補正予算

8,567万 7千円可決
第４回

定例会

総額26億5,645万円
　12 月議会は ,12 月 14 日から 16 日までの 3 日間の会期で開催されました。
　平成 23 年度一般会計補正予算，特別会計補正予算のほか規約の変更等が審議され，すべての
議案が原案のどおり可決されました。

補 正 に よ る 主 な 事 業

事業名 補正額 総額

宇 検 村 国 保 事 業  38,585 千円　 3 億 8,835 万円　
宇 検 村 国 保 施 設 事 業 13,285 千円　 7,459 万円　
宇 検 村 簡 易 水 道 事 業 4,450 千円　 2 億 1,814 万円　
宇 検 村 農 業 集 落 排 水 事 業 800 千円　 7,496 万円　
宇 検 村 漁 港 漁 村 集 落 排 水 事 業 399 千円　 1,707 万円　
宇 検 村 介 護 保 険 事 業 143 千円　 3 億 1,324 万円　
宇 検 村 後 期 高 齢 者 医 療 事 業 744 千円　 3,647 万円　

■平成23年度特別会計補正予算

河 川 改 修 費
800万円
田検小勝川40m
の改修工事

小規模住宅改修費
490万円
名柄地区1棟の
住宅改修工事

枯損木除去事業
290万円
県道沿いの枯れ
松の除去

ハブ対策費
80万円
ハブ買い上げ金
200匹分
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一般

質問
村 政 を 問 う

※一般質問は，公の場である議会で，議員が議題に関係なく，村長の考え方や村政の執行
　状況について事実の説明を求めたり，所信を問いただすものです。

（
吉
永
議
員
）
親
子
山
村
留
学
制

度
は
、
平
成
21
年
9
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
平
成
24
年
3

月
を
も
っ
て
終
了
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み

は
。

（ 

教
育
長 

）
阿
室
校
区
は
平
成

25
年
度
ま
で
、
名
柄
校
区
に
つ

い
て
は
平
成
27
年
度
ま
で
、
5

年
間
の
事
業
と
し
て
行
政
支
援

を
行
う
考
え
で
あ
る
が
、
平
成

26
年
度
か
ら
急
激
に
児
童
生
徒

が
減
少
す
る
久
志
校
区
、
平
成

29
年
度
に
は
単
式
学
級
が
危
惧

さ
れ
る
田
検
小
学
校
で
も
、
地

域
の
盛
り
上
が
り
次
第
で
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

親
子
山
村
留
学
制
度
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。 吉永　常明 議員

重
枝
教
育
長
／
5
年
間
の
事

業
と
し
て
行
政
支
援
を
行
う
。

▲ 山村留学制度を実施した阿室校

崎
原
地
区
の
村
営
住
宅

建
設
は
。

元
田
村
長
／
建
設
計
画
を
策

定
し
た
い
。

（
吉
永
議
員
）湯
湾
地
区
建
設（
川

田
団
地
）
終
了
後
の
建
設
計
画

は
。
ま
た
、
崎
原
地
区
に
お
い

て
は
、
村
営
住
宅
が
建
設
さ
れ

る
と
期
待
し
て
い
る
が
、
今
後

の
計
画
は
。

（ 

村   

長 

）
平
成
23
年
度
で
川

田
団
地
は
終
了
。
平
成
24
年
度

以
降
の
計
画
は
、
村
営
住
宅
の

長
寿
化
計
画
を
策
定
し
、
村
内

8
団
地
48
戸
の
現
状
調
査
を
行

い
、
住
宅
の
改
修
・
補
修
・
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
計
画
を

行
い
た
い
。
平
成
25
年
度
か
ら

は
議
会
で
採
択
さ
れ
た
、
崎
原

地
区
へ
の
村
営
住
宅
建
設
を
十

分
に
配
慮
し
た
建
設
計
画
を
策

定
し
た
い
。
小
規
模
住
宅
改
修

工
事
は
、
村
全
体
で
19
戸
整
備

し
、
平
成
24
年
度
以
降
は
財
政

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
建
設

計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

稲澤　紀穂 議員

（
稲
澤
議
員
）
公
開
討
論
会
の
意

義
は
。

（ 

村   

長 

）
議
会
と
村
当
局
だ

け
で
懲
戒
審
査
委
員
会
の
話
し

合
い
を
持
ち
ま
し
ょ
う
と
の
申

し
出
が
あ
っ
た
が
、
広
く
村
民

に
オ
ー
プ
ン
に
し
て
も
良
い
の

で
は
と
思
っ
て
発
言
し
た
。

（
稲
澤
議
員
）
公
開
討
論
会
に
つ

い
て
の
詳
細
は
。

（ 

村   

長 

）
是
非
、
実
施
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
が
、
今
の
と

こ
ろ
、
ど
こ
が
主
体
に
な
る
か
、

討
論
方
法
を
ど
う
す
る
か
、
検

討
中
で
あ
る
。

公
開
討
論
会
の
開
催
は
。

元
田
村
長
／
是
非
、
開
催
し

た
い
。

▲ 平成23年度で建設が終了する湯湾地区川田団地
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（
稲
澤
議
員
）
就
任
1
年
を
前
に

し
て
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進
歩
状

況
の
評
価
は
。

（ 

村   

長 

）
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

に
つ
い
て
は
、
種
を
ま
い
た
だ

け
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
す
ぐ

村
民
の
目
に
届
く
結
果
は
見
え

な
い
が
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
行

に
向
か
っ
て
、
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進
歩

状
況
は
。

元
田
村
長
／
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

地
元
業
者
の
育
成
の
解

決
策
は
。

元
田
村
長
／
分
割
発
注
を
お

願
い
し
て
い
る
。

（
稲
澤
議
員
） 

制
度
改
正
に
よ

り
、
公
共
事
業
一
般
競
争
入
札

で
地
元
業
者
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
地
元

業
者
育
成
の
解
決
策
は
。

（ 

村   

長 

）
村
発
注
の
入
札
は
、

長田　新一 議員

（
長
田
議
員
）
6
月
議
会
以
降
の

各
集
落
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。

（ 

村   

長 

）
村
内
14
集
落
の
避

難
場
所
の
標
高
調
査
を
行
っ
た
。

　

防
災
計
画
の
充
実
を
図
る
た

め
、
避
難
管
理
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
し
、
各
集
落
区
長
に

配
布
し
た
。

　

防
災
道
路
の
整
備
に
つ
て
は
、

久
志
集
落
が
緊
急
を
要
す
る
と

判
断
し
整
備
し
た
。
そ
の
他
の

集
落
に
お
い
て
も
、
整
備
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
の
で
財
政
状

況
に
よ
り
年
次
計
画
し
、
安
心

安
全
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の

構
築
を
し
て
い
き
た
い
。

防
災
対
策
は
。

元
田
村
長
／
安
心
安
全
で
暮

ら
せ
る
村
づ
く
り
を
構
築
。

（
長
田
議
員
）
宇
検
村
地
域
防
災

計
画
で
指
定
し
て
い
る
場
所
は

安
心
で
き
る
避
難
場
所
と
答
弁

さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
街

灯
も
付
い
て
い
な
く
不
十
分
と

思
う
が
、
村
長
の
考
え
は
。

（ 

村   

長 

）
確
か
に
街
灯
は
付

い
て
い
な
い
。
完
全
な
防
災
マ

ッ
プ
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
後
、
避
難
場
所
の
指
定
の

在
り
方
、
防
災
上
の
在
り
方
を

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。
防
災

道
路
に
つ
い
て
も
、
緊
急
を
要

す
る
と
こ
ろ
か
ら
き
ち
ん
と
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

村
内
船
業
者
を
指
名
し
て
い
る
。

県
発
注
工
事
に
お
い
て
は
、
分

割
発
注
・
指
名
入
札
と
し
、
村

内
業
者
が
受
注
で
き
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。

（
稲
澤
議
員
） 

今
後
の
公
共
事
業

計
画
の
見
通
し
は
。

（ 

村   

長 

）
現
在
実
施
中
の
ほ

と
ん
ど
の
事
業
が
平
成
24
年
度

で
終
了
で
あ
る
。
新
規
事
業
と

し
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
林

道
佐
念
線
の
開
設
を
計
画
し
て

い
る
。
平
成
25
年
度
以
降
は
、

村
民
の
要
望
を
随
時
聴
き
な
が

ら
、
長
期
振
興
計
画
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
考
え
た
い
。

（
長
田
議
員
）
地
震
発
生
時
の
行

政
の
対
応
は
。

（
総
企
課
長
）
行
政
の
体
制
作
り

は
、
震
度
4
で
関
係
課
職
員
に

よ
る
警
戒
本
部
、
震
度
5
以
上

で
職
員
全
員
に
よ
る
対
策
本
部

を
設
置
。
今
回
（
平
成
23
年
12

月
11
日
）
の
地
震
は
震
度
3
と

い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
住
民

に
周
知
す
る
地
震
で
は
な
い
と

判
断
し
た
。

（ 

村   

長 

）
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　

今
後
、
見
直
し
が
必
要
で
あ

れ
ば
対
応
し
て
い
き
た
い
。

▲ 現在，湯湾集落内に整備中の防災道路

▲ 昨年3月11日に発生した東日本大震災時に設置
　され，対応を検討する災害対策本部

▲ 佐念名柄間の県道工事
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宇
検
村
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
の
方
策
は
。

元
田
村
長
／
観
光
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
育
成
し
た
い
。

（
元
山
議
員
）
う
け
ん
市
場
は
、

現
在
、
農
林
水
産
物
の
販
売
が

主
だ
が
、
今
後
観
光
情
報
の
発

信
や
観
光
事
業
の
面
か
ら
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。
観
光
振
興
を

ど
う
進
め
て
い
く
か
。

（ 

村   

長 

）
う
け
ん
市
場
を
拠

点
に
滞
在
型
観
光
、
体
験
型
観

光
を
確
立
す
る
た
め
、
観
光
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
や
、

マ
グ
ロ
の
給
餌
体
験
、
焼
内
湾

の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
等
、
陸
上
、

海
上
の
観
光
を
充
実
さ
せ
、
観

光
客
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
し

た
い
。

（
元
山
議
員
）
瀬
戸
内
町
と
連

携
し
て
、
屋
鈍
～
曽
津
高
崎
線

を
活
か
し
た
、
西
回
り
観
光
ル

ー
ト
を
作
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

村
長
の
考
え
は
。

（ 

村   

長 

）
瀬
戸
内
町
や
大
和

村
と
広
域
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

（
元
山
議
員
）
人
気
の
あ
る
観

光
地
は
、
口
こ
み
で
広
が
っ
て

い
く
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

い
つ
行
っ
て
も
漂
着
物
や
ご
み

が
な
い
、
ト
イ
レ
が
清
潔
に
保

た
れ
て
い
る
こ
と
も
大
変
重
要

だ
と
思
う
。

　

観
光
地
の
管
理
費
と
し
て
予

算
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

村
長
の
考
え
は
。

（ 

村   

長 

）
財
政
面
が
厳
し
い

が
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

よ
う
な
事
業
の
計
画
は
な
い
か
。

（
建
設
経
済
課
長
）
今
の
と
こ
ろ

計
画
は
な
い
が
、
今
後
、
要
望

が
増
え
れ
ば
検
討
し
て
み
た
い
。

元山　公知 議員

（
元
山
議
員
）
新
規
就
農
総
合
支

援
事
業
の
情
報
を
提
供
し
、
や

る
気
の
あ
る
方
々
の
発
掘
に
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う

が
、
村
長
の
考
え
は
。

（ 

村   

長 

）
村
広
報
誌
に
概
要

等
を
掲
載
し
、
周
知
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
や
る
気
の
あ
る

就
農
者
が
出
て
く
れ
ば
、
積
極

的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
元
山
議
員
）
こ
の
事
業
は
、
定

住
促
進
と
し
て
も
使
え
、
村
外

に
も
情
報
発
信
す
べ
き
だ
と
思

う
が
、
村
長
の
考
え
は
。

（ 

村   

長 

）
内
容
に
つ
い
て
吟

味
し
な
が
ら
、
関
係
部
署
に
発

信
し
た
い
。

新
規
就
農
者
へ
の
援
助
は
。

元
田
村
長
／
積
極
的
に
支
援

し
て
い
き
た
い
。

準備型 経営開始型

支援

内容

 原則 45 歳未満で就農する
 人に対して，研修期間中
 について年間 150 万円を
 最長 2 年間給付

 原則 45 歳未満の独立・
 自営就農業者について
 年間 150 万円を最長 2 年
 間給付

交付

要件

 都道府県が認める研修
 機関・先進農家などで，
 おおむね 1 年以上研修
 すること

 人・農地プランに位置
 づけられていること
 （見込み含む）

【青年就農給付金の主な内容】

（
元
山
議
員
）
最
近
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問

題
が
世
間
を
騒
が
せ
て
い
る
が
、

こ
の
問
題
に
関
係
な
く
、
本
村

独
自
の
農
業
振
興
策
を
打
ち
出

す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
村
長
の

考
え
は
。

（ 

村   

長 

）
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
出

荷
、ハ
ー
ベ
ス
タ
、カ
ボ
チ
ャ
苗
、

良
質
堆
肥
等
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
意
欲
の
あ
る
若
手

就
農
者
へ
は
、
奄
美
市
の
営
農

セ
ン
タ
ー
へ
の
研
修
等
積
極
的

に
支
援
し
た
い
。

（
元
山
議
員
）
農
家
の
方
々
か
ら

「
役
場
に
相
談
し
て
も
返
事
が
遅

い
。
で
き
る
、
で
き
な
い
と
の

返
事
を
早
く
出
し
て
欲
し
い
。」

と
聞
き
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
感

と
い
う
の
は
大
切
だ
と
思
う
が
、

村
長
の
考
え
は
。

（ 

村   

長 

）
総
合
受
付
等
設
け
、

村
民
の
声
を
き
ち
ん
と
受
け
止

め
て
、
早
く
対
処
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
元
山
議
員
）
大
和
村
で
は
、
市

場
代
行
便
と
い
う
事
業
を
し
て

好
評
だ
が
、
本
村
で
は
こ
の

▲ 観光面からも期待される｢うけん市場｣



（
喜
島
議
員
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
奄
美
の
農

業
は
壊
滅
的
な
影
響
を
受
け
る

も
の
と
懸
念
さ
れ
る
。
村
と
し

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（ 

村   

長 

）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
内

容
が
大
変
重
要
な
の
で
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
農

家
に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う

に
、
要
請
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

（
喜
島
議
員
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

へ
の
反
対
集
会
等
を
開
催
す
る

T
P
P
交
渉
参
加
問
題

へ
の
対
応
は
。

元
田
村
長
／
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
て
対
応
し
た
い
。

（
喜
島
議
員
）
ブ
ー
タ
ン
の
ワ
ン

チ
ュ
ク
国
王
夫
妻
が
訪
日
さ
れ
、

被
災
地
を
見
舞
わ
れ
た
姿
に
大

変
感
銘
を
受
け
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
で
は
１
０
０
％
近

く
の
国
民
が
幸
せ
だ
と
感
じ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
宇
検
村
で
も

幸
福
度
調
査
等
す
る
考
え
は
な

い
か
。

（ 

村   

長 

）
長
期
振
興
計
画
等

と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

幸
福
度
調
査
を
す
る
考

え
は
な
い
か
。

元
田
村
長
／
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

（
松
井
議
員
）
活
性
化
セ
ン
タ
ー

結
の
館
は
、
現
在
休
止
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
詳
細
と
今
後
の

活
用
方
法
と
運
営
は
。

（ 

村   

長 

）
早
く
稼
働
さ
せ
る

べ
く
、
施
設
内
部
の
機
械
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
及
び
使
用
方
法
等

に
つ
い
て
、
機
器
メ
ー
カ
ー
と

平
成
23
年
2
月
、
7
月
、
11
月

と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。

　

タ
ン
カ
ン
収
穫
期
前
ま
で
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
終
了
さ
せ
、

元
気
の
出
る
公
社
が
運
営
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
。

（
松
井
議
員
）
機
器
メ
ー
カ
ー
の

株
式
会
社
ア
ビ
ー
と
の
契
約
は
。

活
性
化
セ
ン
タ
ー
結
の

館
の
活
用
は
。

松井　辰夫 議員

元
田
村
長
／
タ
ン
カ
ン
収
穫

期
ま
で
に
稼
働
さ
せ
た
い

（
総
企
課
長
）
株
式
会
社
ア
ビ
ー

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
け
ん
Ｍ
ａ
ｒ

ｅ
Ｍ
ａ
ｒ
ｅ
と
の
間
で
、
Ｃ
Ａ

Ｓ
の
使
用
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
の

使
用
に
つ
い
て
の
商
標
関
係
の

契
約
を
し
て
い
る
。

（
松
井
議
員
）
Ｃ
Ａ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

を
購
入
し
た
の
は
宇
検
村
で
す
。

宇
検
村
と
株
式
会
社
ア
ビ
ー
が

契
約
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
総
企
課
長
）
株
式
会
社
ア
ビ
ー

と
の
協
議
で
、
元
気
の
出
る
公

社
と
契
約
を
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
11
月
に
決
ま
っ
た
。

（
松
井
議
員
）
株
式
会
社
ア
ビ
ー

か
ら
購
入
し
た
機
材
の
保
守
契

約
は
。

（
建
設
経
済
課
長
）
内
容
を
精
査

し
て
報
告
し
た
い
。

（
松
井
議
員
）
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
の
選

果
場
に
大
型
保
冷
庫
が
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ａ
あ
ま
み
と

の
賃
貸
契
約
は
な
さ
れ
て
い
る

か
。

（
建
設
経
済
課
長
）
調
査
し
て
報

告
し
た
い
。

の
処
理
は
。

（ 

村   

長 

）
協
議
会
と
事
業
の

再
委
託
先
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

う
け
ん
Ｍ
ａ
ｒ
ｅ
Ｍ
ａ
ｒ
ｅ
と

交
わ
し
た
確
約
書
に
基
づ
い
て
、

う
け
ん
Ｍ
ａ
ｒ
ｅ
Ｍ
ａ
ｒ
ｅ
よ

り
返
還
し
て
い
た
だ
く
よ
う
進

め
て
い
く
。

（
喜
島
議
員
）
鹿
児
島
労
働
局
へ

の
補
助
金
返
還
問
題
の
現
在
ま

で
の
経
緯
は
。

（ 

村   

長 

）
宇
検
村
雇
用
創
造

促
進
協
議
会
が
受
け
た
補
助
金

が
、
事
業
の
目
的
外
に
支
出
し

た
こ
と
等
で
、
返
還
を
求
め
ら

れ
た
こ
と
と
、
村
と
し
て
の
責

任
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

約
1
，
3
2
0
万
円
を
返
還
し
、

私
を
含
め
関
係
職
員
の
処
分
を

行
っ
た
。
労
働
局
へ
の
報
告
を

も
っ
て
一
応
、
終
止
符
を
打
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

（
喜
島
議
員
）
村
が
雇
用
創
造
促

進
協
議
会
へ
拠
出
し
た
償
還
金

労
働
局
へ
の
返
還
金
問

題
は
。

喜島　孝行 議員

元
田
村
長
／
N
P
O
法
人
よ

り
返
還
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

考
え
は
な
い
か
。

（ 

村   

長 

）
現
在
の
と
こ
ろ
計

画
は
な
い
。
必
要
で
あ
れ
ば
、

村
全
体
で
い
ろ
ん
な
活
動
を
続

け
た
い
。
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議
会
の
う
ご
き

5
日　

第
一
回
臨
時
会

6
日　

政
経
セ
ミ
ナ
ー
in
鹿
児
島(

鹿
児
島
市)

9
日　

村
民
体
育
大
会

13
日　

例
月
監
査

18
・
19
日　

　
　
　

大
島
本
島
南
部
振
興
協
議
会
陳
情
（
鹿
児
島
市
）

20
日　

生
涯
学
習
推
進
大
会
会
議

23
日　
「
う
け
ん
市
場
」
開
設
式

25
～
28
日　

離
島
議
長
行
政
調
査(

竹
富
島)

27
日　

北
大
島
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会(

宇
検
村)

29
～
31
日　

関
東
宇
検
村
人
会
総
会(

東
京)

11
日　

介
護
保
険
一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

消
防
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

農
業
共
済
議
会
定
例
会

13
日　

生
涯
学
習
大
会

14
～
17
日　

月
例
監
査
・
定
期
監
査

15
～
17
日　

町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会
（
東
京
）

22
日　

宇
検
村
合
同
金
婚
式

24
日　

奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
議
会

28
日　

第
二
回
臨
時
議
会

12
月

2
日　

議
会
運
営
委
員
会

5
日　

議
会
議
長
・
議
会
事
務
局
長
研
修
会( 

奄
美
市)

6
日　

監
査
委
員
・
補
助
職
員
研
修
会(

奄
美
市)

12
日　

例
月
監
査

14
～
16
日　

第
四
回
定
例
会

11
月

10
月

■ ■

■ ■

　
「
地
震
」「
津
波
」
の
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
東
北
大
震
災
や
、
そ
の
影
響
に

よ
る
「
原
発
事
故
」
が
起
き
て
、
一
年
の

歳
月
が
流
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
巨
大

津
波
が
街
を
流
し
て
い
く
様
子
は
、
あ
ま

り
に
も
酷
い
惨
劇
で
、
世
界
中
が
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
、
避
難
所
、
仮
設
住
宅
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
被
災
者
、
ガ
レ
キ
の

処
分
問
題
、
行
く
先
の
見
え
な
い
原
発
問

題
等
、
課
題
は
山
積
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

被
災
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

日
が
、
一
日
で
も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　

復
興
に
は
、
長
い
年
月
を
費
や
す
こ
と

で
し
ょ
う
が
、
被
災
地
か
ら
復
興
地
へ
と

着
実
に
前
へ
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
辰
年
。
龍
の
ご
と
く
奄
美
・

日
本
・
世
界
中
が
天
高
く
昇
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

【
編
集
後
記
】

受
け
ら
れ
る
が
、
把
握
し
て
い

る
か
。

（ 

村   

長 

）
職
員
の
住
民
に
対

し
て
の
横
柄
な
態
度
・
暴
言
を

吐
く
等
が
あ
れ
ば
、
き
ち
ん
と

対
応
し
た
い
。

（ 

幸
議
員 

） 

人
事
の
件
に
つ
い

て
、
村
民
か
つ
業
者
が
承
認
す

る
よ
う
根
回
し
を
し
て
き
た
事

実
が
あ
る
が
、
後
々
の
利
益
供

与
に
繋
が
ら
な
い
の
か
。

（ 

村   

長 
）
具
体
的
な
事
実
が

な
け
れ
ば
、
答
弁
で
き
る
問
題

で
は
な
い
。

（ 

幸
議
員 

） 「
役
場
の
雰
囲
気
が

だ
ら
け
て
い
る
」
と
一
部
村
民

の
声
が
あ
る
が
、
職
員
の
服
務

規
律
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

把
握
し
、
指
導
し
て
い
る
か
。

（ 

村   

長 

）
他
町
村
に
劣
ら
な

い
優
秀
な
職
員
で
あ
る
と
自
負

し
て
い
る
。
今
後
も
宇
検
村
職

員
の
宣
誓
に
関
す
る
条
件
規
定

に
基
づ
き
襟
を
正
し
、
職
務
に

精
通
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
き

た
い
。

（ 

幸
議
員 

） 

宇
検
村
職
員
服
務

規
定
第
４
条
服
務
の
原
則
の
言

語
・
対
応
に
つ
い
て
、
職
員
の

対
面
を
汚
す
よ
う
な
挙
動
が
見

職
員
の
服
務
規
律
に
つ

い
て
問
う
。

幸　 春美 議員

元
田
村
長
／
襟
を
正
し
職
務

に
精
通
す
る
よ
う
指
導
す
る
。


